
利用者の情報報告等は今後も実施
していき事例検討も守秘義務や個
人情報を再確認し、必要に応じて
実施する。

スプリングラーの設置や地震・風
水害の防災訓練については報告を
聞いて理解した。
防災訓練は運営推進会議でも報告
されている。

防災訓練に地域の方や消防団の
参加を求め地域の防災訓練等に
も積極的に参加し地域との連携
を図る。

松涛会の中の一つの事業所であること
は地域の中で知られていると思うが、
一般の人は難しいことを聞いても分か
らないので、簡単な言葉で分かりやす
く事業所の説明をするほうが良いと思
う。

本体と連携し行事やイベントを企
画し、地域の方に参加していただ
き事業所にも足を運んでいただく
ことで、小規模多機能のことを
知っていただけるよう努める。

法人主体ではあったが、徘徊模擬
訓練に参加していること等、地域
の方やご家族との関わりや交流を
図っていると思われる。

地域の行事は可能な限り参加し
限られた職員だけでなく勤務を
調整しながら、全職員で関われ
るようにしていく。

全職員で取り組んでいることを確認で
きた。本体事業所での外部評価も行っ
てきたが、書式・内容が一般人には分
かりにくく不相応な項目があるように
思う。事業所にあったチェック項目に
する様、変更ができたら良いと思う。

個人の自己評価に隔たりがある
為、項目の内容を理解できる様、
職員間で話し合い振り返りを行う
ことで、できていないと思われる
項目に関して改善していく。

環境面でも特に気になる部分はな
く民家なので、家庭的で落ち着け
る雰囲気を感じられる。

施設内で季節を感じられる飾り付
けを行い通うことを楽しみにして
いただける様、施設内の環境面に
配慮していく。

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

4人 1人 12人1人 人

運営推進会議で情報の共有・意見交換
がされている。若い世帯も増え地域と
の関わりを持ちたくない等、考え方が
変わってきている様に感じているが、
今後も地域の情報を共有していきた
い。

項目 前回の改善計画

近隣事業所 事業所職員 その他 合計

人 3人 1人 1人

法人・
事業所
の特徴

本体である小規模多機能くるみの家との連携体制を整え相互補完
し合いながら、スムーズに複合的なサービスを提供し、安心でき
る環境で馴染みの職員による継続的な生活支援を行っています。

出席者
市町村職員

1人

知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援センター
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